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一般国道８号は、新潟市を起点とし、富山・石川・福井県の主要都市及

び滋賀県湖東地域を経て京都に至る全長約 570km の主要幹線道路です。 

敦賀市は関西・中京方面から北陸・若狭へ通じる交通路の結節点として、

かつ、重要港湾である敦賀港を通じて日本海沿岸及び対岸諸国への物流拠

点として、非常に重要な位置にあります。このため、大型車等の通過交通

が多くなっています。また、夏季には海水浴客が集中することから、交通

混雑を招いています。 

敦賀バイパスは、こうした状況を背景として、敦賀市内の交通混雑の緩

和による交通流動の円滑化及び地域開発の基盤整備を図ることを目的とし

て計画された、延長 8.2km のバイパスです。 

また、北陸自動車道敦賀インターへのアクセス道路としての役割を担う

とともに、

一般国道 27

号金山バイ

パスと一体

となって、

沿道地域は

もとより嶺

南地域の発

展に寄与す

るものと期

待されてい

ます。 

 
 
 
 

○ 市街地における交通混雑の緩和とボトルネックの解消 

○ 重要港湾に対するアクセス向上による物流の効率化 

○ 沿道環境の改善 

○ 交通事故の減少 

○ 冬季交通の信頼性の確保 

事 業 の 目 的 
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・起 終 点  起点）福井県敦賀市
つ る が し

田結
た い

 

終点）福井県敦賀市
つ る が し

小河口
おごうぐち

 

・計 画 延 長  Ｌ＝８．２㎞ 

・幅 員  Ｗ＝２５．５ｍ 

・構 造 規 格  第３種第１級 

・設 計 速 度  ８０㎞／ｈ 

・車 線 数  ４車線 

・全 体 事 業 費  約４８０億円 

 
・計 画 図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・標 準 断 面 図 
 
 
 
 
 

計 画 の 概 要 
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１．事業の経緯 

昭和４７年度の事業化後、北陸自動車道、国道２７号、敦賀新港

との連結強化を目的に、順次整備を行ってきており、１８工区の２．

１km を４車線供用、１７工区の３．４km を暫定２車線で供用しま

した。現在は、未供用区間の１９工区を含めた２．７km について、

重点的に事業を推進しています。 

 

・都市計画決定  昭和４９年７月 

・都市計画変更  平成 ２年３月 

・事 業 化  昭和４７年度 

・用 地 着 手  昭和５０年度 

・工 事 着 手  昭和５１年度 

・暫 定 供 用  昭和５２年１２月(L=0.7km) 

         平成 ８年 ３月(L=3.4km) 

・４ 車 線 供 用  昭和５５年 ７月(L=0.4km) 

        昭和６２年 ７月(L=1.0km) 

平成 元年 ７月(L=0.7km) 

 

２．事業の進捗状況 

・事 業 進 捗 率 ６２％（暫定９５％） 

（事業費ベース、平成１８年９月末現在） 

・用 地 取 得 率 ９９％（面積ベース、平成１８年９月末現在） 

 

３．関係機関との調整等 

・ルート上に重要な埋蔵文化財（国史跡）の発見により、その調査

に時間を要し、その後の文化財保護による構造変更協議、また港

湾計画道路等との協議、公図混乱箇所の地図訂正に時間を要しま

した。さらに事業に対して、一部地権者の理解が得られず、地元

協議に時間を要しました。 

事業の経緯及び進捗状況 
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・現在の状況 

上空から敦賀バイパス１９工区の起点及び終点を望む 
撮影日時 平成１８年３月２４日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①起点部              ②終点部 
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１．社会的背景 

【沿線地域の人口の推移】 

・ 敦賀市の人口は６８，４０２人（平成１７年１０月現在）です。 

・ 人口の伸びは、福井県の伸びを上回っていますが、平成２年以降

は横ばい傾向となっています 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【沿線地域の自動車保有台数の推移】 

・ 福井県における人口当たりの自動車保有台数は、全国の上位に位

置しています。 
・ 敦賀市においても全国平均を大きく上回っており、自動車への依

存度が高い地域であることを示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 自動車保有台数は、乗用車、貨物車、乗合車、特殊用途車、軽自動車および小型二輪車の合計 

事業を取り巻く社会状況 

人口の伸び（S55を1.0とする）

1.091.10

1.00

1.06
1.111.10

1.01

0.95

1.03

0.89
0.85

1.03 1.04 1.04 1.04 1.03

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17
出典：国勢調査

敦賀市

美浜町

福井県
0.00

人口あたりの自動車保有台数の推移

0

200

400

600

800

1,000

Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ16
出典：福井県統計年鑑

（台／千人）

敦賀市

美浜町

福井県

全国
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２．敦賀港からの道路輸送状況 

【敦賀港の取扱貨物量の推移と流通状況】 

・ 重要港湾である敦賀港では、韓国および中国の定期コンテナ船が

就航しており、取り扱われる貨物量が増大しています。荷揚げさ

れる貨物は大阪・兵庫の大都市圏に次いで、滋賀県へ運搬されて

おり、一般国道８号が大きな役割を担っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

63.2%

46.0% 9.6%

14.8%

31.5%

16.0%

9.9%

2.5%

2.2%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

搬入

搬出

西日本
その他
近畿

大阪・兵庫 京都 滋賀 中部

搬出・搬入先の方面別内訳 

876 979

1318

1721

0

500

1000

1500

2000

H4 H8 H12 H16

取扱貨物量の推移
（万トン）

出典：敦賀港統計年報（福井県敦賀港湾事務所）
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３．沿線の交通状況 

【供用区間の状況】 

・現道とバイパスの交通状況 

敦賀バイパス及び国道８号の交通量は、中心市街地部の断面で、バ

イパス部が約 27,000 台／日、現道で約 14,000 台／日となっていま

す。しかしながら、１９工区の現道区間では 18,300 台／日と多く

大型車の交通量も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センサス区間別の日交通量 

出典：H17 交通量センサス

断面交通量

75

108

128

130

126

88

41

42

67
103

141

61414

0

50

100

150

200

250

300

現道 現道 バイパス 現道 バイパス 現道 バイパス

（百台/日）

D-D' C-C' B-B' A-A'

183

142

271

140

191

47

109

：小型車

：大型車

：現道小型車 ：バイパス小型車

：現道大型車 ：バイパス大型車
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・各断面における交通量の推移 

バイパスの整備に伴い交通量は現道からバイパスに転換していま

すが、バイパス未供用部分の現道交通量は約 18,000 台／日で、ほぼ

横ばいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：道路交通センサス

196 196

140142

173

6369

32

191186

0

50

100

150

200

250

300

S60 H2 H6 H11 H17

現道

バイパス

(百台／日) 

H8.3 17 工区

Ｌ=3.4km 供用
H 元.7 18 工区 

４車供用

18 工区 

L=1.1km 供用済

183185
174170

141

0

50

100

150

200

250

300

S60 H2 H6 H11 H17

現道

バイパス(百台／日) 

H8.3 17 工区

Ｌ=3.4km 供用H 元.7 18 工区 

４車供用

18 工区 

L=1.1km 供用済

Ｂ 断面 Ａ－Ａ’断面 
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【未供用区間（１９工区）の現道状況】 
・交通の状況 

未供用区間の現道においては、近年の交通量はほぼ横ばいに推移

しています。しかし、大型車交通量は多くなっており、騒音値も要請

限度を超えるなど、沿道環境にも大きな影響を及ぼしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１９工区の並行区間の渋滞状況 平成１８年１０月２６日撮影） 

騒音値（夜間Leq値）

50

55

60

65

70

75

80

Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７
*Leq：等価騒音値

出典：道路環境センサス

敦賀市道ノ口

要請基準

環境基準

（dB）

30
34 33

41 42

36

0

10

20

30

40

50

Ｈ６ Ｈ１１ Ｈ１７

0

20

40

60

80

100

昼間(百台/日)

夜間(百台/日)

昼間大型車混入率

夜間大型車混入率

出典：交通量センサス

(百台/日) (％)

低騒音舗装
の実施 

174

66

185

75

183

75

0

50

100

150

200

Ｈ６ Ｈ１１ Ｈ１７

全交通

大型車交通

交通量の推移
（百台／日）

観測地点名：敦賀市道ノ口

至 福井 

至 米原

環境基準

要請限度

大型車交通量の推移 
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・渋滞の状況 
平成８年の敦賀バイパス（１７工区）供用以降、市街地の通過を避

ける交通がバイパスへ転換しました。しかし主要渋滞ポイントである

岡山交差点では右左折の交通量が増加し、通勤時間帯等の渋滞が著し

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 福井

至 米原

岡山交差点の北向き渋滞状況

800

150

02004006008001000

H18.8
17工区供用後

H5.7
17工区供用前

(m)

岡山交差点
北向き右折車台数の変化（台/時間)

91

187

0

100

200

H5.7
17工区供用前

H18.8
17工区供用後

(台)

岡山交差点
西向き左折車台数の変化（台/時間)

106 124

0

100

200

H5.7
17工区供用前

H18.8
17工区供用後

(台)
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【現道ボトルネックの解消】 
国道８号と国道１６１号が合流する疋田

ひ き だ

交差点から北側約１．９

ｋｍ区間においては、４車線化がなされていますが、敦賀バイパス

（１９工区）未供用区間の現道は、２車線であり、ボトルネックと

なっています。 
また、その区間内には、一旦停止しなければならない踏切や幅員

狭小の橋梁があり、更なる渋滞を引き起こす原因にもなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊「名敦
めいとん

国道踏切」         ＊「鳩原
はとはら

跨線橋」

至 福井

至 米原

至 福井

至 米原 

※第３次渋滞ポイント
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４．沿線の主な観光資源 

国道８号近郊においては、美しい海岸をはじめとした豊かな自然環

境に恵まれ、周辺一帯は若狭湾国定公園に指定されています。 
敦賀・若狭周辺地域には年間約６００万人の観光客が訪れています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出典：福井県観光客入込数(推計) 平成 17 年

出典：（社）福井県観光連盟調査結果 

水晶浜海水浴場 

観光入込客数の推移（敦賀・若狭周辺）

1,129 1,1981,0201,025 1,029
0

2,000

4,000

6,000

8,000

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17

（千人）

5,695 5,867 5,966 6,136 6,056

　　　　    敦賀・若狭周辺
　　　　 うち敦賀市



 

 13

夏季には、沿線各地に点在する美しいビーチに、京阪神や中京方面

から多くの海水浴客が訪れています。 
敦賀バイパスの周辺地域である、敦賀市、美浜町、若狭町には福井

県内の約半数の海水浴場があり、夏季には多数の海水浴客が訪れます。

その９割近くが県外からの来訪となっており、敦賀ＩＣからのアクセ

スとして、敦賀バイパスが利用されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

海水浴客の出発地構成

29%

10%

2%

25%

50%

44%

21%

17%

16%

42%

71%

50%

5%

4%

6%

8%

県内 関西方面 中京方面 その他凡例

その他
福井県

若狭町

美浜町

敦賀市

福井県内の海水浴場（69箇所）の内訳

52%

23%

25%

17箇所

16箇所

36箇所

33箇所
　48％

その他

敦賀市

美浜町・若狭町

福井県内の海水浴客数（平成17年）

その他
24%

279,750人おおい町
2%

24,900人

小浜市
6%

70,560人
若狭町

2%
24,800人

高浜町
32%

368,700人

敦賀市
19%

216,800人

美浜町
15%

174,400人

合計
1,159,910人

敦賀市・美浜町・若狭町計
416,000人

36％

敦賀ＩＣ利用交通量（Ｈ17年度）

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（台／日）

出口 入口

0

(台／月)

夏季に敦賀ＩＣを利用

する交通が増加 

出典：（株）中日本高速道路調査結果
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５．地域における計画 

【多目的国際ターミナル整備事業】 
敦賀港の背後圏（福井県、京阪神・中京圏）を発着地とする近海向

け外貿コンテナ貨物は、今後も増々の利用が進むと見込まれています。

内貿貨物も、敦賀港を介した京阪神・中京圏と北海道との間に高い物

流需要があります。 

しかし、ふ頭用地が慢性的に不足し、船舶の大型化への対応や外貿

貨物の取扱場所の移転・集約への効率化が求められています。 

多目的国際ターミナ

ル整備事業は、このよ

うな社会情勢や港湾に

対する要請に対処する

多目的国際ターミナル

として、岸壁（－１４

ｍ）と背後のふ頭用地、

防波堤を整備するもの

で、平成８年に鞠
まり

山
やま

南
みなみ

地区多目的国際ターミ

ナル整備事業として事

業採択され、平成１０

年に岸壁（－１４ｍ）

工事に着手しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敦賀港港湾計画図 

多目的国際ターミナルの完成予想

敦
賀
バ
イ
パ
ス
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敦賀バイパスは、下記の計画に位置付けられています。 
 
・ふくい２１世紀ビジョン 

第２次中期事業実施計画［平成１３年度～平成１７年度］ 
（平成１３年２月） 

 
・第５次敦賀市総合計画第２期基本計画（平成１４年３月） 

  道路網ネットワークの整備のうち、周辺地域との連携を深める 

幹線道路の整備として、国道８号敦賀バイパスの早期整備を促進 

 

・福井県原子力発電施設等立地地域の振興に関する計画 

（平成１４年３月） 
  今後、事業を着実に推進することにより、更なる立地地域の自立

的な発展と一体的な振興を図っていく。 
 
要望経緯 
・昭和４８年４月   敦賀バイパス道路建設促進期成同盟会 設立 
期成同盟会名称 会 長 主な構成メンバー 対象道路 

 敦賀バイパス道路 
 建設促進期成同盟会 

 敦賀市長  福井県 
 敦賀市 
 美浜町、三方町 

 敦賀バイパス 
 金山バイパス 
 美浜東バイパス

 
（ 近の動向） 

日   付 要 望 者 内       容 

平成１７年１２月 ７日 敦賀市・促進

期成同盟会 
関係各機関に対し、敦賀バイパス

１９工区の早期供用開始を要望 

平成１７年１２月２０日 
 

（社）福井県
自動車会議所

関係各機関に対し、敦賀バイパス
１９工区の早期完成を要望 

平成１８年 ５月１１日 
 

福井県市議会

議長会 
関係各機関に対し、敦賀バイパス

１９工区の早期完成を要望 

平成１８年 ７月２７日 
 

北信越市議会

議長会 
関係各機関に対し、敦賀バイパス

１９工区の早期完成を要望 
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１．市街地における交通混雑の緩和とボトルネックの解消 

平成８年３月の敦賀バイパス（１７工区）の暫定供用によって、現

道においては大型車をはじめとする通過交通がバイパスへ転換し、交

通混雑が緩和されました。さらに、１７工区の４車完成供用や１９工

区の供用により、ボトルネック（岡山交差点・名敦国道踏切・鳩原跨

線橋）の解消が図られ、さらなる現道の混雑緩和とバイパス利用によ

るアクセス向上が期待できます。 
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(百台／日) 

H8.3 17 工区

Ｌ=3.4km 供用

18 工区 

L=1.1km  供 用

H 元.7 18 工区 

４車供用 

Ｂ－Ｂ’断面の大型交通量の推移
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平成８年３月
 L=5.5㎞供用

出典：道路交通センサス

観測地点 ： 現道（敦賀市本町），BP（敦賀市河原町）
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２．重要港湾に対するアクセス向上による物流の効率化 

敦賀港の「多目的国際ターミナル整備事業」が完成すると、５万ト

ン級の大型コンテナ船や大型貨物船の入港が可能となり、物流面の機

能が大幅に強化されます。 
今後、より増大する物流に対応するために、敦賀バイパス等の周辺

道路の機能強化の必要性がますます高まります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

0 2 4 6 8 10

バイパス利用

現道利用

敦賀新港～敦賀インターまでの所要時間

９分

５分

（分）

参考資料：道路交通センサス

４分短縮

敦賀新港から敦賀 IC までの所要時間

北
陸
自
動
車
道

敦賀新港 

多目的国際
ターミナル
整備事業 

敦賀インター
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３．沿道環境の改善 

敦賀バイパス（１７工区）の供用に伴い、現道沿線においては、大

型車の通過交通がバイパスへ転換されたことにより、騒音値が低減し

現道沿線の生活環境が改善されています。 
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４．交通事故の減少 

国道８号の死傷事故率は増加傾向にありましたが、平成８年３月の

敦賀バイパス１７工区暫定供用後は減少傾向となりました。 
今後、１９工区が供用され、通過交通が完全にシフトすることによ

り、現道のさらなる死傷事故率の減少が期待できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現道における死傷事故率の推移
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５．冬季交通の信頼性の確保 

当該区間は、野坂山地と敦賀湾が接近した狭隘な平野部に位置して

おり、道路は北陸自動車道と国道８号以外には、山地部に国道３６５

号が並走しています。 
しかし、国道３６５号は、冬季の期間は県境付近で通行止めとなり、

北陸自動車道も年に何回か通行止めが発生しており、その場合、北陸

自動車道の代替路は国道８号のみとなります。 
敦賀バイパスの整備は、災害時等における地域生活や広域物流など

交通機能の確保に大きく寄与します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敦賀バイパス周辺のネットワーク 

木之本ＩＣ～今庄ＩＣの通行止回数（上り計）
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南北の幹線軸は、北陸自動車道、国道８号、国道３６５

号のみ。そのうち、国道３６５号は冬季（１２月～３月）通

行止めであり、北陸自動車道の代替機能となる信頼性

の高い路線は国道８号のみ。 
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路  線  名 一般国道８号 

事  業  名 敦賀バイパス 

延 長 ８．２ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１８年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

1,422 億円 57 億円 34 億円 1,513 億円 ･･･（Ｂ） 

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１８年度  

単 純 合 計 464 億円 98 億円 562 億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

687 億円 34 億円 721 億円 ･･･（Ｃ） 

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝２．１ 

 
 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   １,５１３億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）    ７２１億円 

費用便益分析の結果（事業全体） 
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路  線  名 一般国道８号 

事  業  名 敦賀バイパス 

延 長 ６．１ｋｍ 

 

□便益 

 走 行 時 間 

短 縮 便 益 

走 行 経 費

減 少 便 益

交 通 事 故

減 少 便 益
合 計  

基 準 年 平成１８年度  

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

400 億円 16 億円 21 億円 437 億円 ･･･（Ｂ） 

 

□費用 

 事 業 費 維 持 管 理 費 合 計  

基 準 年 平成１８年度  

単 純 合 計 182 億円 73 億円 255 億円 

基 準 年 に 

お け る 

現 在 価 値 

152 億円 25 億円 177 億円 ･･･（Ｃ） 

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

 

＝２．５ 

 
 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

費用便益分析の結果（残事業） 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）   ４３７億円  

 費用の現在価値の合計（Ｃ）   １７７億円 
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未供用区間の現道については、河川と山地に挟まれた非常に狭隘な

場所を通過しており、跨線橋、踏切が存在することから、関係機関・

地域住民から早期のバイパス整備が望まれています。周辺の土地利用

状況、主要幹線道路等との接続などを考慮した現計画に基づき、事業

を推進します。 

施工にあたっては、トンネル発生土の有効活用等により、コスト縮

減に努めながら事業を推進するとともに、新技術・新工法を採用しラ

イフサイクルコストの低減などの観点でもコスト縮減に取組み、総合

的なコスト縮減を図ります。 
 

 

 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 
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（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 

１９工区の未供用区間の現道は、その前後に比べ幅員が狭く、

また、平面交差踏切があるなどボトルネック区間となっており、

交通混雑を引き起こす原因となっています。また、大型車の通

過交通が多く、騒音値も要請限度を超えるなど、沿道環境にも

大きな影響を及ぼしています。 

現道の岡山交差点は、主要国道の結節点であることから、日

常より渋滞が著しく、また、大雪時には集中する交通により大

渋滞を引き起こし、経済活動ならびに日常生活に多大な影響を

与えています。 

重要港湾である敦賀港においては、取り扱われるコンテナ貨物の

貨物量が年々増大し、今後、日本海沿岸地域と近畿及び中部地域を

結ぶ物流の結節点としての役割が重要になると考えられます。 

既に供用している区間については、交通がバイパスに転換し

たことにより、現道の騒音値が低減し、また死傷事故率が減少

しました。 
今後、未供用区間の暫定供用に向けて事業を進めると共に、

近畿自動車道敦賀線の整備や重要港湾である敦賀港の整備及

び交通量の推移等を考慮し、４車線化を進めていく予定であり、

その費用対効果は２．１となっています。 
 
（２）事業の進捗の視点からの見解 

前回の事業評価監視委員会では、早期の全線暫定供用、順次

４車線化、港湾事業との連携の意見をいただき「事業継続」と

なりました。 

それ以降、坂ノ下トンネル工事が完成し、鳩原トンネルも 

今年１１月に貫通式を行いました。 

今後の進捗見通しは、平成２０年代初頭の全線暫定供用を目

途に残りの事業を推進するとともに、引き続き全線４車線化に

向け、残りの事業を推進していきます。 

 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

未供用区間の現道については、河川と山地に挟まれた非常に

対  応  方  針 
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狭隘な場所を通過しており、跨線橋、平面交差踏切が存在する

ことから、関係機関・地域住民から早期のバイパス整備が望まれ

ています。周辺の土地利用状況、主要幹線道路等との接続などを

考慮した現計画に基づき、事業を推進します。 
施工にあたっては、トンネル発生土の有効活用等により、コス

ト縮減に努めながら事業を推進します。また、新技術・新工法を

採用しライフサイクルコストの低減などの観点でもコスト縮減

に取組み、総合的なコスト縮減を図ります。 
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対応方針（原案） 
【事業継続】 

本道路は、敦賀市内の交通混雑の緩和による交通流動の円滑化

及び地域開発の基盤整備を図ることを目的とした道路です。 

交通混雑緩和により交通の円滑化及び安全かつ冬季に強い道づ

くりのため、沿線市町による期成同盟会をはじめとした関係諸団

体より、早期完成が強く求められています。 

今後は、重要港湾である敦賀港の整備を考慮し、平成２０年

代初頭の全線暫定供用を目指し、引き続き現計画に基づき順次

４車線化整備を進めていきます。 
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